
2020年度
篠栗町第２期
まち・ひと・しごと創生総合戦略
進捗状況報告

令和３年３月26日



基本目標１
若い世代の結婚・出産・

子育ての希望をかなえる

数値目標
目標項目 目標値（2024年度）

中学生までの子どもの数 4,800人

年齢 総合計 ０から４歳 ５から９歳 10から14歳

2021年2月 4,677人 1,445人 1,539人 1,693人

2020年3月 4,727人 1,472人 1,586人 1,669人

2021年度は2月26日時点（最新）
2020年度は3月31日時点

令和３年２月現在 4,677人



施策内容

福岡県出会い・結婚応援事業を活用した結婚への支援
子育て世代包括支援センターを活用した各種支援

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

①福岡県出会い結婚応援
事業を活用した
イベント回数

②産前・産後ヘルパーの
年間延べ利用者数

結婚から出産、育児の支援

①0回／年

①観光協会に企画を依頼するほか、観光協会から
他の専門事業所へ依頼を検討

②里帰りできない世帯等の利用者が大きく増加

②80人／年

状況
課題

②延べ利用者数
50人／年

①イベント
１回／年



施策内容

保育施設等（保育所・認定こども園等）における受け入れ
態勢の整備並びに可能供給量増加

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

保育施設等の供給量 870人

状況
課題

供給量
870人→990人

保育施設等供給量の拡充

・令和４年度までに「篠栗幼稚園」において

20人程度の届出保育施設を開園予定

・令和５年度から定員140人規模の認定こども
園を開園し、待機児童を解消をめざす



施策内容

地域において育児や介護の援助を受けたい人と行いたい人が会
員となり、育児や介護について助け合う会員組織を広域で立ち
上げ、地域の子育てと仕事と介護の両立を支援

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

会員数 306人

状況
課題

310人

ファミリー・サポート・センター事業

・令和2年度から篠栗町社会福祉協議会に委託

・広報等により更なる会員登録の呼びかけ



ファミリーサポートセンター イメージ



施策内容

放課後の小学生を対象とした学習・体験・交流活動を行う
放課後子ども教室を実施し、子どもの居場所を提供

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

利用児童数 0人

状況
課題

2,000人／年

放課後子ども教室の設置

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため
令和2年度は未実施

・令和元年度はエフコープに委託し勢門
小学校で実施。他校においても拡大予定



施策内容

町内企業との連携による職場体験学習等を充実させ、将来の地
域社会・産業を担う人材の育成を図る

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

職場体験協力事業所数 ０箇所

状況
課題

新規事業所数
10箇所

職場体験学習の推進

・令和2年度は感染対策により実施できな
かったため新規事業所なし

・再開と同時に新規事業所に依頼予定



基本目標２ 活力ある地域社会をつくる
数値目標

目標項目 目標値（2024年度）

自治会加入の推進 加入率70％の維持

65.0%

66.0%

67.0%

68.0%

69.0%

70.0%

71.0%

72.0%

73.0%

74.0%

75.0%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R1

68.6％

2011  2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

70％

R2.10現在68.6%



自治会加入促進チラシ 転入者に役場窓口で配布



施策内容

ケアトランポリン、生きがい教室等の地域介護予防事業の充実
により要介護認定率14％台の維持を行う

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

地域介護予防事業の充実 14.9%

状況
課題

要介護認定率
14％台の維持

介護に頼らない元気な高齢者の増加

・事業中止による外出機会減少に
より認定率が上昇したと推測される

・事業再開により改善が予想される



施策内容
町民一人ひとりが健康づくりに関心を持ってライフスタイルを
送れるようにイベントやスポーツ等を通して健康づくりを行い、
健康寿命の延伸を目指す

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

①各種イベントでの健康
ブース設置

②福岡県健康ポイント
事業参加促進

③生涯スポーツイベント
へ参加促進

①0回／年

②300人

③700人

状況
課題

①５回／年

②ｱﾌﾟﾘ登録者1,200人

③参加者数 4,500人

健康寿命の延伸

イベントは実施できなかったため
運動施設をグラウンドゴルフ用に無料開放
コロナ渦における啓発方法の検討



施策内容

協働のまちづくり補助金を活用した地域が活動しやすい
環境整備

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

協働のまちづくり
補助金の推進

５件

状況
課題

15件／年

地域コミュニティの維持・強化

コロナ禍による申請件数の減少
・令和２年度事業
①あすを夢みる森づくり
②篠栗小学校グランド芝生化
③篠栗団地花壇整備
④JR山手駅周辺整備
⑤少しでも村おこしプロジェクト（花火）



協働のまちづくり補助金の推進事業（篠栗団地花壇整備）



施策内容

交流の場、健康づくりの場となる「おひさま活動」の拡充

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

「おひさま活動の拡充」 27人／年

状況
課題

12,000／人

「おひさま活動」の充実

・14団体中４団体のみ活動

・自宅で出来る脳トレ教材等の配付

※現状把握が困難



地域コミュニティの維持・強化
（介護に頼らない元気な高齢者の増加）

おひさま活動の様子



施策内容

篠栗北地区産業団地開発に伴う新規進出企業による雇用者の増
加や、少子高齢化に伴う働き手不足による外国人の増加に備え、
コミュニティに外国人が参加するきっかけとなるようなイベン
トの実施

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

異文化紹介イベント
の開催

０回

状況
課題

１回／年

「外国人」の地域コミュニティ参加促進

・県が主催する外国人との共生に関する研究会

（計３回）に参加し外国人住民に関する現状把握、
課題や問題点の整理、意見交換を行いながら、
地域での取組みについて検討



「外国人との共生」に関する調査研究事業



基本目標３ 安定した雇用を創出する

数値目標
目標項目 目標値（2024年度）

生産年齢の就業者数の向上 新規雇用の確保 300人

令和５年度（４月予定）に操業を予定してい
る北地区産業団地、篠栗西地区沿道サービス
誘致促進により新規雇用者数増を目指す

現在 ０人



施策内容

新たな雇用機会を創出し、移住者や定住者増加促進に寄与する
ことをめざした産業団地を開発し、企業誘致を行う

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

企業誘致による雇用促進 ０人

状況
課題

新規雇用
250人

篠栗北地区産業団地開発事業

・全６区画において立地協定を締結

・令和５年度（４月予定）の操業を目指す



篠栗北地区産業団地 イメージ図



施策内容

篠栗西地区の国道201号に沿道サービスを誘致し、雇用の促進
を図ると共に周辺地域の利便性を高めることを推進

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

沿道サービス誘致による
雇用の創出

０人

状況
課題

新規雇用50人

篠栗西地区沿道サービス誘致促進

・国および県と開発協議中

・開発実施主体は土地区画整理準備
組合を設立し詳細を計画中



篠栗西地区沿道サービス誘致促進
都市計画マスタープラン抜粋



施策内容

中山間地域の活性化を図るため、地域特性に適した企業の誘致
を行い、地域の活性化並びに雇用の促進を図る

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

中山間地域への企業誘致 0社

状況
課題

誘致企業数２社

中山間地域への企業誘致

・第１期から継続して誘致を目指す



施策内容

森林の持続可能な経営促進、安定した雇用を生み出し林業発展
と町内在住林業従事者の増加を図る

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

町有林及び林道の継続的整備

①7人

①作業者の大半が高齢であり雇用者数
の維持と施業技術の伝承が課題

②31㏊

状況
課題

②15㏊／年

①林業従事者の維持

②町有林施業面積
（間伐等）

①林業従事者７人

②町有林施業は計画的に実施



町内林業の持続的発展のために、間伐・林道整備等
を行い、素材生産を増加することで、継続的な雇用
を促進する

町有林及び林道の継続的整備



施策内容

起業希望者の支援として、商工会や近隣自治体と共に開催する
「起業塾」への参加を促し、起業者が安定的な事業経営をでき
る環境整備を行う

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

「起業塾」参加者 9名

状況
課題

5名／年

起業者への支援

・周知方法の工夫などを行い定員以上の申込み

があったため、今後は講義内容などについて
関係団体と協議を行う必要がある

・９月と10月に実施（計４回）



基本目標4 まちに人を呼び込む

数値目標
目標項目 目標値（2024年度）

新しい観光産業の創出による
観光客の増

来訪者数10,000人増

北地区産業団地進出企業及び観光協会が連携し、
物産市等のイベントを開催するほか、工場見学や
地元特産品ブースの設置を行うことや、観光PRを
強化することにより来訪者数を増やす。

→令和５年度操業後調査開始



施策内容

森林セラピー基地・篠栗四国八十八ヶ所霊場などの魅力ある体
験メニューを融合して情報発信力を強化し、生産年齢である若
年層を含めた更なる来訪者の増加を図る

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

インスタグラム等ＳＮＳ
を活用した情報発信

363件

状況
課題

150件／年

森林セラピー基地の活用

地域おこし協力隊、観光協会及び福岡県内
の各セラピー基地と連携し、広く森林セラ
ピー基地・篠栗をPRする



施策内容

ふるさと観光大使や地域おこし協力隊による町の知名度及び
イメージアップ

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

町公式PR動画作成 ０本

状況
課題

１本／年

ふるさと観光大使及び地域おこし協力隊による
町の知名度アップ

・令和３年度に観光協会が県補助金を
活用し１本作成予定

・以後、評価や効果を検証し作成を検討



施策内容

観光協会及び商工会等と協力しながら新たなイベントを開催

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

新規イベントの開催 ０回

状況
課題

１回／年

観光協会等と連携したイベントの実施

・令和３年度に200人規模のトレイルラン

ニング大会を実施予定（令和３年２月プレ
大会実施済）

・コロナ禍における町内飲食店応援のため
篠栗エール市場を篠栗観光PR実行委員
会主催で２回開催



施策内容
・篠栗の山々や福岡市内の眺望と自然の散策が楽しめる利点を
生かし、学官連携による多様なアート作品を楽しめる場の創出
・物産市等のイベント、工場見学や団地内に町の情報発信を行
う地元特産品ブースの設置

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

町外からの交流人口増加 ０人

状況
課題

来訪者
10,000人／年

篠栗北地区産業団地での人の賑わいを創造する

・令和２年度に全ての区画で企業立地
協定が整い、今後は各企業と共同で
協議を進める予定



施策内容
技術系専門学校を誘致し、アジア各国からの留学生を集め、日
本の最新技術を習得する機会を提供し、篠栗町を国内における
技術者発祥の地となるよう目指す

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

専門学校の誘致 ０校

状況
課題

１校

専門学校の誘致

計画期間内の実施を見送り



施策内容
移住・定住イベントへの参加を目指すほか、町ホームページの
アクセス利便性や情報基盤の強化を図り、篠栗町の魅力発信に
努める

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

移住・定住イベント参加 ０回

状況
課題

１回／年

移住・定住のPR強化

①福岡銀行本店スペースを活用した広報

②県内の西日本シティ銀行モニターによる広報

③ふくおかよかとこ移住相談センター（天神）
等にパンフレット設置
移住コーディネーターによるブログ掲載

④コロナ禍におけるイベント参加方法の
検討が必要



福岡銀行本店ロビーを活用した広報活動



出典：地方創生システム
期間：2020年１月から12月

流入（計 1,615人）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 １1月 12月

2020年人口増減

流入上位



2020年 年齢別移動割合

年間流入者 1,615人 年代別上位
①25~29歳 ②20~24歳 ③30~34歳

出典：地方創生システム
期間：2020年１月から12月



流出（計 1,553人）

2020年人口増減

流出上位

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 １1月 12月



2020年 年齢別移動割合

年間流出者 1,553人 年代別上位転入者（①~③）

①20～24歳 ②25～29歳 ③30～34歳

出典：地方創生システム
期間：2020年１月から12月



施策内容

空き家や空き店舗の相談窓口を設け「福岡県空き家バンク」へ
の登録を推進し、希望者に対して情報発信を行う

主要業績評価指標

指標項目 目標値（2024年度） 令和２年度

空き家バンク登録件数 ０件

状況
課題

登録件数５件／年

空き家等の有効活用

・コロナ禍により協議の場が開かれず
進行が遅れている状況

・令和3年度から進めていく予定


